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　1．対象
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男子の割合  51.4 51.2
年齢（歳） 　9.0 12.0
身長（cm） 134.4 153.3
体重（kg）  29.7 43.1
肥満度（％） －1.9 －3.8
肥満者＊の割合   9.0  8.7
運動（体育の授業以外）
する者の割合 56.5 73.0






睡眠時間  9.0  8.0
就寝時刻 21：00 22：00













する 53.8 56.8 0.617
ときどきする 28.3 25.0
しない 17.9 18.2
毎日，朝食をとる 96.3 97.0 0.614
よくかんで食べる 54.0 76.5 ＜ 0.001
食べるスピードが速い 33.5 16.3 ＜ 0.001
夕食後，何かを食べる 49.2 45.4 0.315
就寝時刻
22 時前 55.2 64.0 0.016
22 時以降 44.8 36.0
起床時刻
7時前 68.2 69.6 0.690
7 時以降 31.8 30.4
睡眠時間
9時間未満 34.9 28.0 0.088
9.0-9.9 時間 54.2 57.4











する 63.8 73.9 0.024
ときどきする 11.4  9.1
しない 24.8 16.9
毎日，朝食をとる 93.6 94.5 0.606
よくかんで食べる 51.0 72.3 ＜ 0.001
食べるスピードが速い 36.8 18.2 ＜ 0.001
夕食後，何かを食べる 51.8 49.4 0.558
就寝時刻
23 時前 64.3 64.6 0.952
23 時以降 35.7 35.4
起床時刻
6時 30 分前 52.9 52.9 0.988
6 時 30 分以降 47.1 47.1
睡眠時間
8時間未満 32.5 34.0 0.601
8.0-8.9 時間 52.9 49.0























































22 時以降 1.45 1.07-1.96
睡眠時間
9時間未満 1.68 1.01-2.81
9.0-9.9 時間 1.25 0.77-2.04
10 時間以上 1.00
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